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I 所 外 活 動

A 昭和48年度衛生教育実績一覧

tt~\4月 I 5月| 6月| 7月| 8月| 9月I10月|11月|12月I I月I 2月| 3月l計

回数 I I I I I 11 1 1 I | | I I 11 3 
理化学検査科

焚魯 I I I I I 
601 401 

I I | I I 1101 210 

回数 I I 11 1¥ 1 11 11 11 I 2| I I 
8 

成人病科

帽 I I I 100I 3001 40 901 sol 3001 I 1081 I I 
988 

1回数 I I I 5| 41 叫 61 11 叫 31 21 41 21 33 

母子衛生科 I対人員象 I 
I I 6851 3501 1801 2301 301 3201 1201 701 158| 601 2,203 

回数 l 21 5 61 5| 2 41 2| 31 21 2 21 21 37 
食品栄養科

贖 I 941 2461 4461 2461 114 叫 80| 140| 801 55 451 1701 1,910 

回数 I 2| 5| 12 叫 71 121 41 71 51 61 61 s¥ 81 
計

臭魯 I 941 24611, 2311 8961 3941 5541 1601 7601 2001 2331 2031 3401 5,311 

1.理化学検査科……農薬と健康。農夫症。食品の知識等の指導教育にあたる。

2. 成人病科•…••脳卒中等いわゆる循環器失息に関する検診，管理等の指導教育にあたる。

3.母子衛生科……母子保健管理。乳幼児の精神衛生と学童の健康等の指導教育にあたる。

4.食品栄養科……食生活。栄養と健康管理等の指導教育にあたる。

B 学会発 表

（ウイルス科）

(1) 第27回日本細菌学会東北支部総会， 48年 9月（福島

市） 「人におけるA／愛知／2 「68(H 3 N 2)ウイル

スに対するHAI抗体産生」 （森田，坂本，庄司，原

田，須藤，石田）

(2) 第27回日本細菌学会東北支部総会， 48年 9月（福島

市） 「1973年 5~6月に発生したインフルエンザB型の

流行について」（森田，坂本，庄司，原田，児島，佐

藤，須藤，石田）

(3) 昭和48年度日本獣医公衆衛生学会東北支部学会， 48

年 9月（秋田市） 「秋田県住民のトキソプラズマ感染頻

度」（森田，庄司，坂本，原田，児島）

(4) 昭和48年度日本獣医公衆衛生学会東北支部学会， 48

年 9月（秋田市） 「秋田県におけるHBAgの疫学」

（森田，原田，庄司，坂本，石田）

(5) 第21回日本ウイルス学会， 48年11月（東京都）

「Cox.A16ウイルスの年次的変遷とHFMDの流行と

の関連性」 （須藤，杉山，藤宮，森田）

(6) 第21回日本ウイルス学会， 48年11月（東京都） 「秋

田県におけるオーストラリア抗原の疫学」 （森田，庄

司，原田，坂本，石田）

（成人病科）

① 第32回日本公衆衛生学会昭和48年10月（広島市）

A 脳卒中発生の経年変化と追跡調査からみたその要因

B 生活環境の変遷と脳卒中

c 脳卒中追跡調査よりみた都市の循環器疾息対策の問

題点

D 地域における栄養調査方法の検討

E 高血圧の進展と栄養摂取（第 1報）

ー一秋田農村地区の場合ー一

R The Japanese National Committee for IBP 

(JIBP) 10 September 1973 (ToKyo) 

A Studies on the relation of life expectancy and 

nutrition of Japanese with speciacl reference of 

CVA and CHD 

B Ecological aspect of nutritional status as 

limitling factons of life expectancy of Jopancse 

C Ecological backoround for CV A and CHD in 

Japan 

D CVA in rural area with special reference to 

dietary intake 

⑥ WHO MEETING ON THE CONTROL OF 

HYPERTENSION AND STROKE IN THE 
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COMMUNITY II~13 March 1974 (Tokyo) 

A PRTACICAL ASPECTS OF HYPERTEN-

SION AND STROKE CONTROL IN A RURAL 

POPULATION 

（母子衛生科）

① 第20回小児保健学会，昭和48年10月（徳島市）

過疎地過密地における幼児の実態調査

(i)その 1 過疎地（秋田県）における幼児の方体状

況を中心に

(ii)その2 幼児の生活構造に関する比較調査

R 秋田県小児保健研究会，昭和49年 1月（秋田市）

(i) 血液型と流産

(ii) 乳用児アンケート調査のまとめ

R原稿

(i) 小児保健研究 33巻3号 (49年 8月発行）

小児保健活動の実際

(ii)秋田市教育委員会発行市広報

R じょうぶなからだ 48. 8.20 

R 子どもの運動能力の発達 48.10. I 

R ハミガキをしましょう 48. 12.20 

④ ぎょう虫 49. 2.10 

(iii) 放送県民大学会報

R 子どもの発育，季節と病気

R 子どもの運動発達

（食品栄養科）

① 第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「食生活を中心とした成人病予防に関する研究（第 1

報）一高血圧症および正常者の栄養摂取量一」 （菊地，

佐藤）

R 第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「食生活を中心とした成人病予防に関する研究（第2

報）一糖尿スクリーニソグテストと栄養摂取彙ー」 （菊

地，佐藤）

R第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「食生活を中心とした成人病予防に関する研究（第3

報）一高脂血症例および正常例の栄養摂取状況ー」 （菊

地，佐藤）

④第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「食生活を中心とした成人病予防に関する研究（第4

報）ーアルコール摂取による中性脂肪と肝機能の関係一

」 （菊地，佐藤）

⑥ 第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「食生活を中心とした成人病予防に関する研究（第 5

報）一栄養指導による改善症例について一」 （菊地，佐

藤）

⑥ 第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「脳卒中死亡率の異なる地域の栄養摂取状況」 （菊

地，佐藤）

⑦第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「出稼ぎ就業先における食生活状況」 （菊地，佐藤）

⑥第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「新・旧国民栄養調査集計方法による栄養摂取量の比

較」 （菊地）

R 第20回日本栄養改善学会昭和4認po月・（秋田市）

「栄養指導による高血圧症夫婦の改善例」 （菊地，佐

藤）

⑩ 第20回日本栄蓑改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「肥満改善に関する研究（第 1報）一肥満改善の自己

管理方式一」 （菊地，佐藤）

⑪第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「肥満改善に関する研究（第2報）一生体および体力

の改善効果について一」 （菊地，佐藤）

⑫第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「肥満改善に関する研究（第 3報）一血液性状および

高脂血症の改善効果について一」 C菊地，佐藤）

⑮第20回日本栄養改善学会昭和48年10月・（秋田市）

「肥満改善に関する研究（第4報）一肥満改善栄養講

座終了後の経過について一」 （菊地，佐藤）

⑭ 秋田県農村医学会第40回学術大会昭和49年 1月・（

秋田市） 「栄養保健指導効果に関する研究」 （菊地）

⑮ 秋田県農村医学会第40回学術大会昭和49年 1月・（

秋田市） 「農村における栄養問題（第2報）一無機質の

実測値と計算値一」 （菊地）

⑯秋田県環境保健業務研究会昭和49年 1月・（秋田

市） 「栄養指導による効果について」 （佐藤）

⑰秋田県脂質代謝研究会昭和49年2月・（秋田市）

「脂質代謝を中心とした天王町，雄和町の栄養調査報

告」 （菊地）

C 共同事業

（成人病科）

①昭和48年度厚生科学研究

都市と農村における循環器疾患の検診管理方式に関す

る研究（継続）

R昭和48年度厚生省医療研究

高血圧合併症の進展要因とその対策に関する研究頃茎

続）

⑥ W・H・O国際協同研究

地域における高血圧管理と脳卒中登録（継続）

（母子衛生科）

①昭和48年度厚生科学研究

母子保健登録管理に関する研究
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R大妻女子大学児童学科共同研究

児童の生活構造の変化

⑥秋田県言語障害児健康推進協議会との共同

三才児健康診査におけることばの発達スクリーニング

（食品栄養科）

①昭和48年度秋田赤十字病院

「食生活を中心とした成人病予防対策に関する研究」
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Il 
昭和 48年度試験検査実績

昭和48年度における各科にわたる試験検査の実施状況は次のとおりである。

A 各種試験検査

昭和48年度依頼検査調

ご45 6 |78  1910ll 12 |12|  3 昇賃金

ッセルマン反応検査 II悶言認喜喜詞訃叫嘉尋盈I姦1はI;gf| 
降反応 701 I I 71 I I I I I 81 I I I 15 

血球反応検在 I 1401 I I I I I I I I I I I II I 

< t こ ん 検査 I 451 I I I I I I I I I I 11 -1 I 

霜｀フ｀｀忌チのフ腐 I 

謬結核菌培養検査 l80I I I I I I I 

検査 I 2001 I I I I l_L I _LJ I I I I 

検査 1001 I I I I I I I I I I I ! I 

検査 I 130l _ _l_J_LJ__J_J_ l____l_j___L__L I 

表 l

検 査 項 目 額

血
清
学
的
検
査

24,070 
69,745 

芦

百

45 

180 

180 

130 

タール 色査素のの手製喜の I 10 00 o¥ 
I 11 I l I I I I i 2 20,000 製品検 料 '

かん水の製品検査手数料 2,000[ 
I I I 151 I 15| I 15| 151 I 151 I 751 150,000 

食
定性分 析無 機物 I 3001 : I I I I I I I I I I 品

添 有機物 1,000[ I I 
I 11 I I I ;¥ 1,000 

” 
2,000 

加
定量分析無機物 4001 I I 21 11 I 11 I I I I I I 4J 

1,600 

物

等 // 有機物J1,200 盆l盆I30il 以I心蓋叫盈盃叫I 畠閾贔嘉 27,600 
105,600 

の
清涼飲料水i1• 3001 I I I I 1[ I 1[ I I I I I 2! 

試 2,600 

食品の栄養学的成物試験 I1・ 500I 1I 2I 2I I I I 1I 3j I I I I 91 
13,500 

験

検
食品中の着色料 I 4501 I 3l I I I I I I I I 

31 
1,350 

査

食 中毒I 1801 I I I I I I 71 I I I I I 71 1,260 

ン類 l1, 000 11 ]^ 3 ー 3 1 1 31 l l| 3 1  1 201 
20,000 

ビタ ミ

水試定 艤 分＿旦ー 200I

口：こ ： そ 験 う 検検：13,50000011 

温分定星分析 19,0001

泉析 よ勺ゥ箪ぉ計 蒻 I3,000] 

医試定最分析 I 400¥ 
薬
品験局方適否試験 I1,000| 

上段は，当所歳入となるもの

下段は，当所歳入とならないもの，または歳入にともわないもの。

悶

悶

ー
111-II

0
1
2
1＿

ー

2
1ー

1

1

1

2

 
―

―

―

i

[

 

4
3
3
9
-
4
1
2
9
1
 

4
5
0
5
 

8

4

 

9

9

 

3

7

 

8

6

 

4

3

 

9

9

 

2

1

 

-

0

1

8

6

3

0

 

-

6

4

0

1

1

4

 

7
5
7
1
 

，
 

ー

-
5
4
5
7
 

l

l

o

 

l

l

 

443837 
，
 

26132713
i
 _
_
 1

|

ー

_

9

,

 

4
7
4
2
5
0
1
4
 

2

-

ー

6

3

1

3

2

2

＿
 

4
3
0
 

I
 

l

l

 

8

4

0

4

1

9

 

9
1
1
0
ー

7

2

2

0

 

8

0

2

 

ー

⑰
凶
•
4
3
1
|
|
i
l

l
l

1
 

9

3

1

1

 

3

5

 

152,000 
308,200 

2,124,000 
348,000 

117,000 
360,000 
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表2 衛 生 検 査（厚生省報告例）

ィケ I一 生 郡 畏 水掃害 泉

菌 Iス： 梅りそ邑中恥゜品水井 :1:1:般射屋 I I I の I 計

検 ア んの 検か衛道戸 環 泉
検検 原査る 検検検 質

(1)も 検
＼査査査核毒病他虫毒かの生水水査査査境能査品養他

別 (1) I (2) I (3) I (4) I (5) I (6)_ I!) I (8) I (9) I (10) I (11) I (12) I (13) I (14) I ~5) (161 (1り(18)09) I (201 I (21)⑫ I ⑱ 

依ね嬰室げ 408 483 62 8 294 70 1 168 38 1, 531 

：岱胃晨論蒻 I1, 248 7311 II I I I ,72 910 194 I I l, 1731 525 142 31 51 58 5, 962 

1 よ医療こ設 202 

f : 学校及ひ事業所 I I I I 1 45 94 3I I 32 175 

のその他 I 112! I I I I I I I 15I I 151 25I 2I I I I I I 40! 22I 51. • 1 236 

I 

自ら行なうもの 3,989 10, 580 1 1, 478 1 485 1 1, 112 4951 18, 131 



lll 細 菌 科
A 伝染病菌等に関する検査並びに調査研究

表1 (s48年 1~12月）

-̀--星巴11 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6|  7 | 8 1,  1 10 | u | 12 1合計

畜保菌検査 |694 I -, 3691 3181 I I I 6921 I 2nj 981 2. 448 

A s L O 54! I I 511 I I I I 301 I I l 135 
連

薬 剤 耐 性 1061 130 I 451 I I I I 201 1671 I 468 

菌家兎免疫 I I I I I I I al 1I I 叶 15 

翡菌 菌型検査 I 11 I I I I I I I I I I 1 

薬剤耐性 I I I 136 I I I I I I I I 136 

結核菌検査 I I I I I I I I I 11 ¥ •1 一

そ の他 6 211 4321 1col 1581 1051 1861 2391 412I 1451 1111 2421 2, 

合 計¥7541 1341 6981 520I 521I 105I 1861 239l 1, 1421 1661 556¥ 34, 

B 食中毒および食品等に関する検査並びに調査研究

表 2

~111213141516 

中 毒菌等検査 I
I I I I I 

食 品検査 l | 21 21 

動物実験 I I 

＾ ロ

町 21 
＿叶

IV ゥ ィ Iレ

A ウイルス性感染症の病原検索実績
表 1

鷹＼＼＼ 検体採取

悶I ¥、衛星ぶ盆晶9所 I-

(S48年 1~12月）

7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I合計

I 叫 I 
621 

I | 
72 

| I I I 
I | 4 

I I 叫 151 36 

叫 I 
831 151 112 

ス 科

（昭和48年 1~12月）

機
一
般

関
一
病

竺 被 検 数 565 
I 

195 
I 

760 

様患 診 断 数 | インフルニンザA2/HK型 96I インフルエンザB型 はI 326 
イソフルエンザB型 153マイコプラズマによる異型肺炎

発 被 検 数 | 
11 

I 
11 

疹

I贔ヘルペ畠ス ~I 症
琴R 断 数 10 

院 合
計

！圧げそ被 検数 1

盆診断 数 1

心汀

Iミ認這炎 20 } | 
I芦；摩 144 f I 
I 370 I 

I --93  | 

20 

2
 

144 

4
 

565 935 

249 342 

註：欄中の数はウイルス学的検査を実施した息者数
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B 日本脳炎流行予測検査実績
表2 （昭和48年 1~12月）

~~I I I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I II I 12 I計

日本脳（炎豚）HI反応 I 20 I 201 20 201 201 201 
(I) (2)1 

日本脳（炎人）HI反応 I I I I I I I 
（計） I 20 20 20 201 201 201 

(!) | (2) 

註： l)各項目欄中，上位の数字ぱ検査件数（ ）内は陽性件数

2) 各項目欄中の内陽性件数は， HI 価~10を示す。

3) （豚）欄の内訳は，別表に示した。

B 昭和48年と畜場豚の日脳HI抗体謁査実績
表3

(1430) 1 100 I 12 ~I (!) (12 

I 11 cc1 ~I 
140 !Ol I 121 I 
(3)1 (l) (13) 

＼誓 検査頭数および H I陽性数（全10)

凋 喜I眉 540 
(37) 

I I I 
2 

(1) 

喜I虐I20 542 
(6) (38) 

採｀ 1月 l2月|3 月 4月 l5月| 6月 l7 月 18 月 9月 l10月 I11月 I12月 l計

隊＼置：＼筐：霰 ： 置 ：19:19 ：霰I:霰I~: 19:  1置I: 191 ]: 9:  1霞I: 
秋田市 20(5] 20 0 201(10; 20 0 20l 0 20 0 l001 c2; 60 (l.7} 80 (l;;I 201c25;I 20 (35;I 20|(30:4201(8．悶

横手市 I I I I I 20 (5} 20 0| 201 。 I I I I6 |(1.7} 

大館市 I I I 20 0 20 0 20 。 I I I60| 

； ；tも:20(25] 20 (35; 201(30:I540 (6．図

註： （ ）内数字は，陽性率（％）を示す。

C ボリオ流行予測事業実績
表4

1) 感受性調査（中和抗体測定）
=ー-- -

調査 4 倍 ス ク リ ー ニ ング 64倍スクリーニング

：査地区名里 人員陽1：数：ょ：陽1：図:-I陽1：数1:陽:國:I陽：数1: 

-- | l071 8377. 5| 1021,5. 3l 74 69. 1 271 25.2 55 51.41 13| 12. 1 

小坂 1141,。[78. 9[ 106[ 92. 9[ so[ 7D. 1[[ 32[ 2s.ol 791 69,21 1sl 13. 1 

計 I 221¥ 1731 78.21 2081 94. 1[ 1541 69.611 S9i 26.61 134¥ 60.61 28! 12.6 

2) 感染源調査

二玄三ニ ー 竺 」採取時期 1分離検体数 1陽性数i 同 定 結 果

藤里町地区 s. 48, 7,18 I 56 | 5 ポリオ I型ー1. 未同定ー3.
ボリオ n型 I. 

小 坂町地区 S, 48. 8,24 I 54 I I 未同定ーI,

計 I 110 I 6 I 5.4% 
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D 血清疫学調査実績
表5

調査対象微生物 被 検 数 備 考

マ イ コ ブ ラ ズ マ I, 697 

｝詳細は調査研究参照
卜 キ ソ プ ラ ズ マ 755 

風 疹 ウ イ Iレ ス 270 

計 2,722 

E 梅毒血清反応検査実績
表6 （昭和48年 1~12月）

~1112131 、i I s I 6 I 7 I s I 9 I 10 I 11 I 12 I 計

ガラス板法 I 筒I （ぢI 魯I

61 | 怠I

61 | 渭 靡 103 | 73 I 44 I (号|
811 

(5) (3) (3) (4) (2) (31) 

T p H 法 I
119 I 贋 靡 61 I 951 54 37 47 | 閏 71 I 虐 23 I 

782 
(0) (5) (3) (3) (0) (1) (2) (1) (20) 

ワッセルマン界応 I 讀碕I 碕I 扇I 碕I 碕I

1 
扇I (式| （ほI 讀 碕I

49 
（緒方法 (1) (27) 

計
1 ［ぢI

151 I 1231 1271 202 I 12 ~I 凋 喜I 需I 悶I 麿I 凋 I, 624 
(5) (9) '(13) ' (8) (11 (78) 

註： （ ）内は陽性数
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理 化 学検 査 科

A 食品試験実績表
表 l

検 製 保 存 料 サ 発 色 有 害 物 質
ッ

ビ ァ
品 ソ 安 安バ ナカ 重 ヒ

フ Iレ 異 水 p 残
体 Iレ

“自ンヽ 9自C‘‘ フ トリ 色 工 力 留 計
検 ビ

香 香オキ
リン 金 二 ロ

C 
ン' ウ 農

数 査 酸 酸 酸ヽン ム 剤 素 属 素 I イ 物 銀 B 薬Jレ ド

（昭和48年4月～昭和49年3月）

かん水1,。1,。II I L_l __ l 
合成着色料I21 2 I I I I I 
人工甘味料 r1 I I I 11 I 
清涼飲料水 I41 1 | 3I I I I 
菓子 ,~I I I I I _I __ J 

粉ミルク ~1-1 I J _ _LJ 
マーガリン 1I I I I I 
み そ！え I2[ I_J 
しょう油| rT I 21 11 J_J 
蜂 みつII I I I 
佃煮III I I I II I 
すじこ I2 I I 2 
サ ラ タ 油 I11 | 1 1 
漬物I31 3I I 

魚 I176 I I I I I I 
野菜 6111-I I I I 
母乳1-10I I I I I __ J _ J 
その他I34I I I I I I I 

計 I355[ 921 51 51 tj_~ 
註：本表は，行政依頼及び，一般依頼分を計上した。

例年に比べて魚類の，水銀汚染調査依頼が多いのが，目立っている。
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B 魚介類及び食肉中のPCB含有調査

表2

品 名

-

_
_
 

ル

オ

採取年月日 検 体 数 PCB含量ppm

メ ，，ヽ 48. 6. 15 0.02 

ア '' 
0.03 

ク ィ ” 
0.01 

ヵ レ ィ II 0.01 

ホ ツ ” 
0.03 

ヵ ” 
0.003 

ア

l
_
1

＿
ー
ー
ー
ー
ー

1
l
|
|
l
-
|
-
]

ー
一

1

ー
―
ー
ー
―
―
~
ー
＿
ー

ケ

ー

ー

ジ

・

ハ

カ

マ

ゴ

メ

ラ

ス

ク

ス

ケ

．

＾

ラ

ダ

チ

肉

肉

肉

48. 6. 19 0.06 

サ ” 
0.05 

ィ ” 
0.006 

サ ン‘ 48. 6. 20 0.01 

貝 48. 7. 3
 

0•001 

ヵ v イ 48. 7. 6
 

0.06 

ク ナ ” 
0.06 

ア ィ ナ ” 
0.06 

ヵ ナ ガ シ 48. 9. 18 0,006 

白 キ 0,006 

ノ‘ ク
.,、 0.02 

沖 キ 0.004 

シ ジ 0.007 

プ リ 48. 10. 23 0.009 

ホ ツ ” 
0.002 

サ 49. 1. 22 0.01 

ク ロ ヵ ” 0.004 

コ ” 0.03 

，，ヽ マ ” 0.09 

牛 49. I. 22 0.007 

豚 // 0,004 

卜 リ ” 
0.007 
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c 母乳中のPCB含有検査
表3

謬嘆

母乳採取
資料提供病院

PCB濃度
番号 年令 住 所 乳脂肪％

脂肪あたり | 全乳あたり年 月 日 ppm ppm 

I I 25 初 148. 7. 23 ¥秋 田 市 1日 赤病院 I 4.3 I o.3 I 0.0 

2 I 32 I 2回 148. 7. 241 ” I 
II 2.7 I o. I I 0,003 

3 I 27 I // 
I ” I 

// 
| ” 3.3 I 0.2 I 0.008 

4 I 28 I 3回 I 48. 7. 231 ” | 
II 2.2 I o. 1 I 0.005 

s I 22 I 初 | 
fl 

I 
// 

I ” I 
3.7 I 0.2 I 0.005 

6 I 2s I 2回
I ” 1五城目町 1湖東病院 I 3.6 I o. 1 I 0.005 

7 l 28 | ” I 
II I井 JII 叫 ” I 

1.6 I 0.2 I 0.003 

8 | 3o | ” I ” ！八郎潟町 I ” I 
7.9 I 0, I I 0.009 

9 I 28 I 3回
I ” I五城目町 I II 

I 
3.0 I 0.2 I 0.008 

10 I 23 I 2回
I I大 潟 町 l ” I 

4.9 I 0.1 I 0.008 

年令平均 26.8 PCB濃度乎均ppm 脂肪あたり 0,16 全乳あたり 0.0064 

D 残留農薬試験
表4

品 名！収去場所 I収去年月日 l生産地 I検体数|E PN  |ダイアジノンバラチオン1マラチオン

白 菜 l青果卸売市場 I49. 2.15 I県 外 l 1 1不 検 出 ＼ 不 検 出 不 検 出 l不検出

キャベッ＼ 11 | ” |県外 I I I // 1 // 1,I  I " 

ホウレン草 l市民市場 1 ,, 1県 外 I 1 1 ,, 1 ,, 1 ,, 1 ,9 

リンゴ（国光） 1 ,， 1 ,1 |県 内 l 1 1 ,, 1 ,, 1 ,, J " 
リンゴ（富士） 1 1/ 1 ,, 1県 内 l I I I/ 1 ,, | " | " 

ジャガイモ！ ，， 1 ,9 |県 内 l I I I/ 1 ,, 1 // l " 
E 栄養学的成分分析試験
表5 （昭和48年4月～49年3月）

検 試 験項目

品 名： ： ： ［9［ : !: ~B：・｀：C汀冒計
乳酸菌飲料 I 12I I I I I I I I | 12| 12| 24 

和 菓子 I 1|ll1|IIII11l|  111  1 | | 7  

穀類加工品Li_.___i_____L__L_i_ I 17 28 

強化精麦 I 41 I I I _ t___l____L_LJ_ 41 7 7  a 

魚類加工品 I 1 11 1| II 1| ll 11 11 | | 1 | 7 

食肉加工品| 31 31 31 3¥ 31. 31 _ ___i__j_ I I n 21 

飴 類 I 1 1|l  l|11111|  1|1  1 1 | 7 

計 |26| 10| 10| 10| 10I 10 10| 10| 4 4| 12I 可 102

註：本表は，全部一般依頼による実績で，この資料は，学校給食等に利用されている。
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F 温泉分析（新規分）
表 6 （昭和48年 4月～昭和49年 3月）

盆贔翡）用頁靡研 I 所 在 地 1 泉温 I 湧嬰/•:$tl 泉 質

48.4.1~ 藤里 AK-ll山本郡藤里町藤琴字下湯の沢 I 41°C| l含芭硝一弱食塩泉

48.5.8~ 仙北郡西仙北町強首字大場崎10 | 61.5°C| l純食塩泉

48.6.2~ 鹿角市八幡平字長谷川字熊沢国有林| 30°C| 22.8 1単純硫化水素泉

48.7.M__J北秋田郡比内町字八木橋 | 32°C| 13 ＼含石膏食量面炭酸鉄泉

48. 6.1913531 I協和町峰吉川字小乎沢上段 ¥ 26.s0cl 66 I単純温泉

48.6.21~ 田沢湖町生保内字下高野 l 48°C 147 1含重曹玉塩泉

48. 7. 121 3551 I仙北郡南外村字上各地田 | 34°c[ 46 I含石膏一弱食塩泉

48. 8. 7| 356I I由利郡仁賀保町桂坂 l 14°C| 1 

48. 8. 1¥ 357I I由利郡仁賀保町伊勢居地 L 11°cl 6.7 I 

48. 7.2713581 I田沢湖町生保内字上石神 37°c| 1含芭硝重曹―食塩泉

48. 8.2913591 I男鹿市北浦安全寺字樋渡 I 15°C| o.44 1含重曹ー食塩泉

48. 10.12!36f- I秋田市上新城道）11 | 2l°CI I冷鉱泉

48.10. 1213611 - I秋田市上新城道川 I 12.5°C i含食塩土類硫化水素泉

48.12.1~ 仙北郡西木村門屋 I 30.7°CI 49 1単純温泉

48.12.1~1 乎鹿郡山内村上渕字鶴ケ池 | 53.2°CI I含食塩一芭硝泉

48.12.13| 364稲 川 混 泉 1雄勝郡稲川町三梨字清水小屋川原 | 34°C 70 単純温泉

48. 10.18| 3651 1由利郡烏海村小川字楢ノ木乎 I 12°c| | 

48. 8. 1| 366l八 森 温 泉＼山本郡八森町滝の間 l 19°C| l.64 l含食塩一芭硝泉

48.11. ~鹿角市八幡平大字長谷川字熊沢 I 95.5°Cl 5.4 l食塩泉

48.11. 6| 368| 1鹿角市八幡平大字長谷川字熊沢 1 ,6°C| l含ホウ酸一食塩泉

48.11.151 3691 1由利郡鳥海村中直根 l 13°CI I冷鉱泉

48.12.3~ 大館市軽井沢字五輪岱 | 35°C| 1食塩一芭硝泉

~l叫 1鹿角市八幡乎熊沢国有林 I 41°C| 38.6 1単純温泉

48.11.15~ 由利郡鳥海村上川内字中の乎 10 | ll°C| o.48 i冷鉱泉

48.11.8~ 鹿角市十和田大湯字白沢 | 25°C| 1含ホウ酸重曹一食塩泉

48,12.13~ 雄勝郡雄勝町秋の宮字湯ノ岱 | 55°C| I純食塩泉

48.12.l~I 雄勝郡鮨勝町秋の宮字山居野 | 5，゚C |純食塩泉
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G 温泉分析（再分析分）
表 7 （昭和48年 4月～昭和49年 3月）

象晶 I盆贋1,源棗名也 I 所 在 地 1泉温 I湧嬰／祉泉 質

48. 9, 1[ 3761湯 本 ホ テ ル 1 男鹿市北浦湯本字福の沢40 I 54°c¥ 129 I含炭酸ー食塩泉

49. 3. 413771大滝温泉 5 号井 1大館市十二所字後田44の7 | 58.5°C| l含食塩一芭硝泉

48,9,131378大滝温泉軽井沢 2号井 大館市軽井沢字五輪台 5の3 I 48.0°cl I含炭酸ー食塩泉

48. 9. 141 3 79 金 照 閣秋田市牛島東丁目 5~12 ¥ 22．〇゚ cl I重曹L..食塩泉

48. 9,2213叫湯瀬ホテル N゚．II鹿角市八幡平字湯瀬湯端49 162.0°cl 45 I単純温泉

48. I I. 81 384 // 1鹿角市八幡平字湯瀬l1番の 9 162.0°c¥ 7 I 

48. II. 813831 11 鹿角市八幡平字湯瀬楊端37~2 | 57.0°C| 27 1 // 

48. 11. 8 3821 II I鹿角市八幡平字湯瀬楊端50 | 58.5°C| 59 | // 

48. 9.261 39]I八幡平温泉（湯瀬） 1鹿角市八幡平字熊沢国有林32林班 ¥ s4.D0cl 286.7 I単純温泉

48, 9,2713921三菱金属保追 所 l鹿角市八幡平湯瀬35の I I 61 ocl I単純温泉

.W.10.181393夏 瀬 温 泉角館町大字白岩堀内山国有林冷水沢 4D0cl 150 I芭 硝 泉

48.10.18 394石 の 湯田沢湖町田沢字先達国有林内51 I 63,5°C 単純硫化水素泉

48. JO. 181 3951カラ コ温泉 I // // I 770cl I単純温泉

48. JO, 1813961カ ラ コ 新湯 I " " I 51 ocl I単純硫化水素泉

~8. 10, 1813971夫 婦 湯 I II I1 | 52.5°C 1単純温泉

~8. 10. 181 398,1田沢湖高原温泉から吹湯 仙北郡田沢湖町生保内字駒ヶ岳2のII 6?0c[ 6.25 I単純混泉

48. 10,301399 滝 温 泉 1由利郡大内町滝字湯ノ沢30 I 21°c¥ 40 食塩一茫硝泉

48. 10.30¥ 400[湯 ノ 沢温泉 l由利郡烏海村猿倉字湯ノ沢51番地 II ocl I冷 鉱 泉

48.11.281 40l 湯ノ神台温泉仙北郡南外村湯神台 ¥ 47°c 含石膏ー食塩泉

48. I I,281 4021岩 倉 ホ テ ル仙北郡南外村湯元 I I 52゚ 叫 含石膏玉塩泉

48. 12. 13¥如 3|花の湯温泉 l仙北郡千畑村田の沢150 I 13°c¥ I冷 鉱 泉

48. 12. 13¥ 404¥湯 沢 温 泉 1湯沢市湯ノ原279-----2 |29°c¥ I単純温泉

48. 12.13¥ 4os¥衆 楽 荘＼雄勝町役内字山居野 1_.. I 69ocl I純食塩泉

註：泉質の記載欄で一は泉名を付されないものであるが，澁泉法上の規格には，該当したものである。
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表 8 H 医薬品検査

該当 な し

I その他のPCB含有検査

表 9

品 名 採取年月日 I査
体

数 1 乎

P C B 含量

均！範 囲

脂肪あた り
5. 21 

0.03 0.02~0.04 
牛 乳 48. 4 

全乳あた り 0.0008 0.0007~0.00 

鶏 卵 I 48. s. 21 I 3 0.007 0.005~0.01 

玄 米 l48. 6. 11 I 11 0.001 ND~0.001 

請 求 用 紙 I 48. 6. 5 1 0.25 

トイ レッ ト・ペーパー I 48. 6. 12 I 0.05 

゜゜
新 聞 紙 I ” I 

0.02 

゜゜
新 聞 紙 I

II | 0.05 

事 務 用 紙 I
II 

I 
0.03 

裏カーボン， レセプ ト 1 ” | 0.1 

包 装 紙 I 48. 10. 15 I 6 0.03 
I 

0.002~O.l 

VI 環 境 衛 生 科

A 水質試験
表 1 水質試験実績

コ｀—見ど」守 5 月 I 6月 I 7月| 8月 l9月 l10月 l11月 I12月 1S14笥I2月| 3月 l 計

応？？加l嘉嘉嘉嘉棗詞畠塁嘉嘉叫腐l

言：：~：：］ I 7x121 1 |2::]16x 61 | [;1;|1139x51 ::1] 

飲料水中特定項目検査 I i詞|i且I 12x II 4x lI認↓ I lx 2 3x31談］

注： 7x12は 7検体x12項目の意味

＊特殊な例として，鳥海山の噴火活動に伴なう水道原水の検査23件を含む。
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表2 飲料水精密検査 （ ）は検査件数に対する％

不 適項目内訳

：ー市 1口:：喜；塁百言:9的乞［三虞こ輩履；：
鹿角市 1 1 20.01 411 |(40.0;I I I Ic20.o}| 1 | I I I(40.o>|(60.0}| | | | 1 

鹿角郡 I ]0| 80.o1 11 1 | 1 1 1(20.0:I I I I I(20.o;1 | 

大館市 481 62.5| 181 (14.6乱I(10.4;I I I(14．ふI I(2. 1}|(6.3;1 |(2. 1} (8.3〗|(33．悶I I IT7  

北秋田郡 1 88| 60.21 35II(5.7〗|(26 ．ぢ1 | （3心I(l.1}|(lo.2;I (2.3>1(8.o:I I I(6.8>1(ll.;;(l. 1}| 1 1 

能代市 I 1081 62.01 4111(6.5乱I(31.村| (4.6;I (16.;; |(3.7〗|(9 ．闘I I I(14.認|c20．ぢI(l．ぷI I I I 

山 本郡 I 371 48.6 19II(8．ばI（29.}}| 1(2.7}| cl0.式|(5.4扉Ic8．ばI(5．ぷI I(2.7}| 1(18.9>1(2.7}| | | | 

l 秋田市 I 181 44.41 10II(5.6}|(38.9:1 1 | 1(5.6}| 1(27.8;1 | 1(5.6}|(ll. 1;1 1 | 1 1 

［河辺郡 I 151 93.01 III(6.7}|(6.7}| 1 1 1 1 | | | | | 1 | 1 1 | 

男 鹿市 I 231 56.51 IOII(]7．ぷI(8．式I I (4.3}| 1(13.0!I I(8.7ぶ（ 8．オI I(26. 1>|(13.0;1 | 1 | 

南秋田 郡 351 51.41 "II(31.;}|(25.7>|(2.9}| (17. I 〗|(2.9}|(22．今1 |（ 2 ． 9}|(1]ぷI(5.7〗1(2.9}|(28 ．よぷ (34. 翡| | | |(2.9}|(2.9} 

本荘市 I 27| 59.01 11 (14.8〗1(l8. 式| I I I(18.5;I I I (3.7}| 1(ll. BI(33.3:| 1 | | | 

由利郡 I 941 61. 71 36II(l l.}}|(l l.}}| 1 (4.3:I I(20.;: (2. 1; (3.2>|(1.1}|(I. 1}|(12．ぢI（20.号| | | | | 

大曲市 I 431 55.81 19II(18.651(25.よ}| | (2.3}| |cl8.6;I I I(2.3}| 1(2.3}|(18．ぷI（23.器| | 1 | ] □ | 19:1: ]]1(9．り］（ I．o;i (l.6;II(12.:] 1(I.6;1(6.;]I(l.6;1(15.f:I:；□I(I.6□1直□□
□--: I ] 言::「:[I::::iI I ( 1.4}I I(12.7] I( 2.8;1(1] | I(12・芯〗 I I-H 
雄勝郡 I 241 58.3| 101(4.2}|(29.2:| |(4.2}| | | | | | |(16バI(5.9;1 | | 

計 I 8551 60.21 340II(ll！腐I(20羹Ico.4!I (3．裔Ico.2;I(13！悶fIco.式|(3．考I(6．悶Ico.5: co.9]I(12g『|(19愕I(O.8:I(l．ぷI(O．2災。．1｝|(O.1} 
注：調査研究の部参照



B 有害重金属試験
表3 尿中カドミウム測定地区別例数

市町村名 地区名例数万り；直 1、］：市町村名 1 地区名 1例数「り~f l1i'直¢
小坂町I上 小 坂 I531 6.31 

// I中 小 坂l251 7.7, 

” I下 小 坂 I221 5. 71 

” I 鴇 叫 6,01 

” 1藤 原 叫 7. 51 

” I鳥 越 321 7.11 

’’ I細 越 叫 7.61 

II 1濁 JII 71 5.91 

” I牛 馬長根 71 11.71 

十和田町に 深 井 251 4.91 

比内町l弥 助 叫 4.01 

田代町I比 立 内 301 6.91 

鷹巣町日 泉 751 5.6¥ 

II I （旧）七日市 91 3, 11 

藤里町 1真 名 子 50| 5.3/ 

注：詳細を調査研究の部に報告する

表4 ヵドミウム測定試料採取数

地 区 名 I尿 1糞便 1頭髪 I計

小 坂 町 下細上中 小鴇小小 越坂坂坂
171 132 110 413 

藤鳥 蘭
大内町大 谷l41 41 34 116 

計 I 212 1731 144 529 

注：重金属汚染の環境医学的調査研究で採取した試料

数である。詳細は調査研究の部に報告する。

尿の採取数は表 3に示した尿の例数中に含まれ

る。

8 能 代市i中 JII 原 I521 

5 
” I天 内 1 391 

2 
'' I朴 瀬l351 

3 秋田市い 尻 I121 

4 西仙北町 I杉 沢 I341 

6 
” I柳 沢 I241 

19 協和町仕E 内l821 

I 

” I水 沢 I251 

3 西 木 村l下桧木内字相内 l22¥ 

2 
” 1下桧木内字長戸呂I叫

l増田 町 1増 田l291 

8 稲川 町区 倉 I 叶

6 羽 後町I床 舞l281 

°大内 町l大 谷 I叫
5 計15市町村| 29 地区 I 9551 
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3.1¥ 
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6.9¥ 7 

7, 5| 8 

3.51 

゜4.51 1 

2. 3| 1 
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VIl 成 人 病 科

A 高血圧増悪要因の研究

A 目的

本県における脳卒中は高血圧の増悪速度が他県のそれ

に比し顕著に早く，これが脳卒中多発えとつながってい

る。この要因の検討には，他県民に比較して明らかに多

い。糖代謝異常をとりあげて，高血圧と脳卒中との関連

を検討する。

B 方法

尿糖陽性者ならびに高血庄者を対象に50~ ブドウ糖（

トレランG)負荷試験を実脆した。

C 内容

1 謁査地区 南秋田郡井川村，本荘市石沢地区およ

び北内越地区。

2 実施人員 井川村80名，本荘市50名。

3 実施期闊 井川村， 10月29日～31日

本荘市， 11月20H~22日

条件により顕著に異なる。したがって，これの管理方法

も全国画ー的では充分な成果をおさめることができない

ので，本県における高血圧，脳卒中の特性を把握して，

適正な管理方法の確立につとめる。

B 方法

循環器精密検診，脳心事故発生状況調査。

C 内 容

1 調査地区 南秋田郡井川村，本荘市石沢地区およ

び北内越地区。

2 実施人員 井川村 1,250名，本荘市 1,013名

3 実施期閥 井川村 4月14日～24日

本荘市 9月3日～II日

D 結果

表 1のとおりである。

表 I 50'!プドウ糖負荷試験検査結果表

（但し，対象者は循環器検診において尿糖の陽性者）

区 分 1井川村召直区］ 汁

検査件数 so I so I 130 

正常型 38 47.5%1 21 42.0%1 59 45.4% 

境界型 29 36.3%I 19 38.0% 48 36．五
糖尿病型 13 16.3%1 10 20.0%1 23 17.7% 

年令： 30~69才

B 高血圧、脳卒中の健康管理方

法に関する研究

D 結果

表2と表 3から知られるように，受診者の半数は，特

に働きざかりの男子が， I要指導（要注意）と直要治療

（要安静と入院加療を含む）に位置づけられていること

がわかります。

表2 昭和48年度井川村受診者の管理分類
一

性年令例数 O (%)1 I(_%)n C</Q)直（％）

A 目的

30~39 113 74 65, 5 14 12.4 16 14.2 9 8,0 

40~49 125 46 36.8 15 12.0 27 21.6 37 29.6 

50~59 132 31 23.5 20 15.2 35 26.5 46 34.8 
男

60~69 125 10 8.0 15 12,0 19 15,2 81 64.8 

70~ 67 6 9.0 4 6.0 6 9,0 51 76, I 

計 562 167 29.7 68 12.1 103 18.3 224 39,9 

30~39 136 114 83.8 13 9.6 7 5.1 2 1.5 

40~49 158 100 63. 3 26 16.5 14 8.9 18 11,4 

50~59 169 57 33.7 35 20.7 32 18.9 45 26.6 
女

60~69 158 27 17. I 19 12.0 32 20.3 80 50.6 

70~ 65 4 6,2 3 4,6 10 15,4 48 73,8 

計 686 302 44,0 96 14.0 95 13.8 193 28.1 

総計 1,248[46937.6 164 13. 1 198 15.91417 33.4 

高血圧の発症，増悪，脳卒中発症の様相は地域の生活
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表 3 昭和48年度本荘市石沢・北内越地区受

診者管理分類

性1年令 1例数 1 。(%)¥ I (%)1 n-(%)1 :m:(%) 

30~39 46 28 60. 9 6 13,0 6 13.0 6 13,0 

40~49 110 54 49.1 22 20.0 JO 9, I 24 21.8 

男 50~59 90 19 21.1 21 23.3 22 24.4 28 31.1 

60~69 104 13 12.5 16 15,4 20 19.2 55 52.9 

70~ 69 3 4.3 3 4,3 18 26, 1 45 65.2 

計 419 117 27. 9 68 16.2 76 18.1 158 37.7 

l 

30~39 92 72 78.3 14 15.2 3 3.3 3 3. 3 

40~49 160 93 58.1 27 16.9 24 15.0 16 10,0 

女 50~59 145 48 33.1 24 16.6 37 25.5 36 24.8 

60~69 112 16 14.3 16 14,3 38 23.9 42 37,5 

70~ 83 4 4.8 9 10.8 23 27.7 47 56.6 

計 592! '233 39. 4 90 15.21125 21.1 144 24.3 

総計/1, 011\35~-34.61158 15.6¥20119.91302 29. 9 

0 異状なし

I 経過観察

n 要指導（要注意）

直要治療（要安静と入院加療を含む）

表 4 出稼者検診実施計画表

日＼曜 l霜I会 社 名

l。I 月 i悶 奥五示出讐建疇運こおい設訂嗜K悶K 

C 出稼者に対する循環器疾患

管理方法の研究

A 目的

出稼死亡者の73％が脳心事故によるものであり，出稼

者の健康管理上大きな問遁となっている。出稼によっ

て，生活環境を異にする場所で労働に従事した場合，ど

のような負荷が心血管係にかかるかを解析し，健康管理

方式の確立に役立てる。

B 方法

現地における循環器検診

C 内容

l 調査地区 南秋田郡井川村出身の東京方面出稼者

2 実施人員 41名 表 4

3 実施期間 12月10日～13日 表 5

昭和48年12月10日～13日 秋田県衛生科学研究所

帽I 住 所 電話

3 磨畠京田県都板東太橋京田区区出赤張南所塚馬込新＊ 1-32-5 
03ー 261----0953
03ー 771ー 7206

3 //町3---16-4 03ー 975ー 1547

II I火 l履Iり ロ 土 建 KK  I 12 急I 神奈川県麟鷹認517 0402ー 32-1248
ク シ ン‘ KK 7 11 下3-15-3 0427ー 71ー 8106

12 I水！員 1奥山建設 KK 成田班 l9名1,I 藤沢市本鵠沼5---7—22 0466-2＆→019 

13 I木 1農栄 技 工 業 KK[ 7名埼玉県大宮市三橋6-900 0486ー 24-1608

計41名＊東京都千代田区乎河町2-6-3 都道府県会館

表 5 検診班の人員および分担表

区 分 1昇悶眉嘉冑I井 ）II 村 1出稼対策室 1 東京における協力医療機関

受 付 I I I小林課長I__ I東京鵞清瀬鵞梅園竺504贄-ll-32ll

問 診 身長と体重計測 I I ....... I ___ I 1 事務員

検尿と Hb検査| I 船木技師 1 1 ] 

栄養調査 と指 導 I1 菊地科長 I I 
労慟状態と生活環境指導 I I I 1 指導員 I
採 血 1 1 1 | l 看護婦

心電図検査I I I I 2 技師 看護婦

診察と 総合 指導 II 所 長 I_ _ I _ I 1 澗院長

慰 問 I I 2村長と伊藤秘書 I I 
マイクロベス・運転手 1 1 i 1 l 述転技師

計 |3 13 I 1 I 6 

検診班＝13名
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冒母 子 衛 生 科

A 先天異常発生原因に関する研究

「不幸な子どもをうまない運動」の一環として，その

要因の究明と予防法の研究のため，異常児の出生前後の

状況を調査し， 5才まで追跡を行なうもので，異常をも

ってうまれ，何らかの治療を行なった児について，出生

時の状況，母子の症状等を把握すると共に，母との面接

により環境等，各状況を調査した対象児 121名中，追跡

実施児97名で，要治療，要観察児は17名 (17,5%)で，

今後も引続き調査を継続する。

表 1 出生時異常のあった児の追跡

対象（羞はよ］店閤凪益）出生児97名）

： ぐ°オ 1オ 2オー計

事項＼竺1例数愕質例数麿羹例数愕嚢例数愕貫I% 

瓢児重症i 16l 11 ,| II 11 。|261 叫7.7

長笠農靡I101 21 10! 31 °1 。201 5125.0 

黄 疸I21 。1 。1 。1 。1 。1 叫。1 。
低体 重児 1 。1 。I叫 。1 。1 。1 叶 。1 。
笠魯扉蓋I61 II 101 4 。1 。~18.8
喜．合併晶I叫11 4 。1 。1 。|51 車°・°

その他 |2oj s¥ 6¥ 11 。1 。|261 6123.1 

計 |571 10| 39| ] 11 。|97| 17117.5 

（保健婦の家庭訪問による）

B 母子保健管理に関する研究

心身障害児の早期把握，登録方法等の研究にあわせ，

モデル地区の母子保健の向上と，地区組織の育成を通し

皆検診事業への具体化の参考とするものである。

神岡町，大曲保健所，衛生科学研究所の 3者で，説明

会，打合せ会等を重ね「神岡町保健推進協議会」を結成

し， 「母子保健地域組織育成」のモデル地区として発足

した。

A 保健推進員， 130名， リーダー， 30名， 技術者

（保健婦，助産婦等）の研修会実施（17回）

B 乳児， 3才児健健診の事後指導については．要管

理乳児13名 (11,7%) 3才児は 5名である。

表 1 神岡町昭和48年度母子事業計画

月 1 日 1 事 業

4月|27日 1予防接種， 3種2回目

5月 122日 1予防接種， 3種 3回目

31日！予防接種生ワク

12日！ッペルクリン反応検査

6月 114日 1判定 BCG接種

29日 1母親教室

18日 1乳児健診

7月 19日1,9
20日I,,
26日| 1オ児健整

8月 1ユ且□立疇診
10日I,,
| 10日|2オ児健診

11日1,9
9月 120日| 3オ児精密健診

25日 1予防接種， 3種 1回目

26日！ ＂ ジフテリア追免

27日 1 ,, 2種追免

18日 1予防接種， 3種2回目

23日 1 ,9 インフルエンザ

10月 24日1,9
25日1,9
I 30日i予防接種，インフルエンザ

31日i ,I

6日 1乳児健診

7日I,,
8日1,9
16日 1予防接種， 3種 3回

11月 119日 1巡回相談2オ～ 5才

21日|4オ児健診

22日1,9
28日| 5才児健診

29日1,I
7日i予防接種，種痘

12月 13日！種痘判定

18日 1母親教室

2月 26日 1乳児健診

27日 II

3月口ロ百接種 3種 1回目

29日！種痘判定

考備
一

’

一

―

-

1

-

―

―

―

座談会

会
課

社
育

県
教

I

-

―

-

I

-

『

-

_

_
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表2 昭和 48年度母子術生事業従事者

神岡町（昭和48年4月～12月）

＼ ¥、 従事者
市 町 村 保 健 所 衛 研 ＾ ロヽ

‘‘ 医 保 助 事 婦 そ 保 助 栄 医 保

健 産 人 の 計 健 産 養 計 健 計

事 項
＼ 

I婦 I 計＼ 師 婦 婦 務 会 他 婦 士 師 婦

集団健診 137 22 7 29 8 8 16 182 

健 康相談 29 29 

健事診準後備並び処に健診理 26 26 

衛 生教育 II I l I I 2 14 

研修並 び に 打 合 せ 39 7 5 12 7 7 14 65 

訪 問 99 99 

予防接種 95 95 

計 32 213 1041 66 7 14 43611 301 121 42 161 16 吋 510 

心理 1名

ことば教師 2名

表 3 管理の中で把握されている主なる先天異常

神岡町（昭和48年 1月～12月）

発見月令1生年月日！町醤生覧 I出 産 時 l診 断 I I慧塁墳出産時の主五

2カ月 l48.3.21 |男|3,3009l特記事項なし 1痔ろう 1誓儡盃□病院で経！特記事項なし

2カ月 l48.5.11 |女|2,12ogl保育器，酸素 l発達遅滞 1麿儡盃悶病院で経 1特記事項なし

新生児 I48.8.8i女 l1,700，！保育器 I低体重児 I保健指導 l特記事項なし，妊婦昂篇

4ヵ月 148.2, 5|女 |3,650'}1特記事項なし 1先天性股関節脱臼 I仙北組合病院 l陣痛微弱，吸引分娩

3カ月 l47.12.17 |女|2,970パ特記事項なし 1先天暉関節脱臼！仙北組合病院 i貧血

3カ月 148, 1,10|女 |3,000叶特記事項なし先天性股関節脱臼 1村上整形外科 弛媛性出血

新生児 I48. 3.18l女|2,68091出血傾向 l新生児メレナ 1仙北組合病院 l妊娠中毒症

；力月 148.7.18 i女 I3,27591特記事項なし 1右斜頸 I仙北組合病院 1特記事覆なし妊婦饒篇

3カ月 48, 8,141女 2,700叶特諸事項なし 1虚弱児 I保健指導 i貧血

2カ月 147.11,14|女 |3,700'J-I仮死一蘇生 I現在順調 I保健指導 1貧血

4カ月 l47.10.12 l女|3,400叶仮死一蘇生 I現在順調 l保健指導 l骨盤位牽出術

2カ月 l48.8.17 |女|3,920叶仮死一蘇生 I現在順調 l保健指導 l陣痛微弱

3カ月 l勺． 7.w|男|2,2709l保育器 l家庭環境父精薄， l(こ盆塁胃：急精薄）I
乳児総数111名
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表4 乳幼児健診受診状況 （神岡町）

年 令 I対象者 1実施数 I ％ 

オ I 79 I 68 I 86.1 

2 オ I 86 I 79 I 91.9 

3 才 64 I 61 I 95.3 

4 オ I 82 | 79 I 96.3 

※未受診者には訪問

C 異常児（者）発生要因の

地域調査

雄勝郡雄勝町秋の宮真木部落（22戸， 103名・)コント

ロール堰の口部落 (21戸， 87名）を対象として行なわれ

た。

その土地に昔から異常者が多いという風評があるの

で，究明してほしいという町当局の要請が，湯沢保健所

を通じてあった。

秘密保持の立場からタイトルを「健康な農村づくり活

動」とし，一次調査として全住民の健康調査を行ない予

防資料とすると共に，地区診断のバクーンを究明するた

めに，地元医師会，歯科医師会の積極的な協力のもと

に，健康調査，栄養調査を実施した。

成績の概要は，表 1,表2, のとおりである。

D ABO血液型遺伝調査

（大館地区の追跡）

1962年大館市調査（2,400世帯）のその後の死亡状況，

人工流産，死産と母体との関連の追跡調査を行ない，血

液型と疾病，死亡，との関連を見ると共に，人工流産の

母体への影響を調査するため，対象2,337世帯に対し郵

送法により追跡調査をしたが，その中で住所等，判然と

しないものについては大館市役所の協力を得た。その

中，回答を得たもの， 1087(55%)であり残る45％に対

し再度追跡調査を実施したい。

表 1 年令階級別対象者 数，受診状況

□ ;t 真木

堰のロ

男女計 男女計

備考 iih 考

象受者診対者象受者診対者象受診者 対者象受者診対者象1者受診対者象受者診

0 ~1 4  151 151 71 61 221 21¥不在女 l 41 41 1]I 10 15141不在女 1

15~19  31 21 51 I I 81 3不在塁； 4l 1 11 。51 I不在塁f

20 ~29  71I 砧i 101 101 171 15不在男 2 61 11 71 51 131 61不 在 嬰 ；

30~39  81 84  41 12 12 41 31 31 31 71 6不在男 1

40~49  71 6i 81 8151 14不在男 l 31 31 81 81 Ill II 

50~59  
61 sl 71 61 131]盃魯塁｝） 8 7 9 8 17 151虚魯嬰i)

60~  61 6: 131 91 191 15』[』]) 91 91131 IOI 22¥ 19lc~~i$i L 
不 明 I I ! I 21 I 21 不在女 2

計 521 471 541 441 1061 911 1511 381 281 541 441 921 72 20 

受 診 率 97.8%（調査時点における在住者対） 97.3%（調査時点における在住者対）
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表2 総 合診断

真木 堰のロ

合計

男女

0 15 ］： 40 50 0 15 20130 40 | 50 

I I I I I I計 II I I I I計 i l i i計ii i l I l計 男女

_14192913949 14192913949 I 14 19 、I49 1419293949 

事項 ＼＼雙 15¥215|81庄I4761 11101 418;151 44 41 li 1¥ 313H 28 10:。I51 31 81181 44 751 88 

ィ， （鵞院ところ心） 121 11 314131 11 24 5| II6l 21 42  20 2¥ I 1¥ 31 1¥ 2¥ 91 711 s¥ 11 31 1¥ 17 
33 37 

ロー 1 （継続治療）
I I 31 3 1¥ I I 1¥ I 7: 9 • I 111151 5 1¥ 11 I 31 s¥ 9 8 

18 

ロー2 （再検診） 11 11 I 1! 1J sJ 9 I i 41 21 21 31 11 1II I I 2151 8 I 1/ 2H  15 17 26 

ロー3 （経過観察）
2i ¥ I 2i 2i 2I 8 I I 11 I 21 31 6 

1 1 1 57  21 llI 21 6 15 12 

要 訪 問
I I 21 11 I 11 41 11111 111 1 I 1I, 11111 !1 1, 5 

1 

※ダプルチェック ロー I.2. 3 
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収 食 品

務 栄実

養 科

績

A 食生活ま中心とした成人病予防対策に関する

研究（第 4報）・（秋田赤十字病院，大曲保健

所との共同研究）

1 目的

県民健康管理の一環として，食生活を中心に健康状況

および栄養状態の関連調査を実施し，調査結果に基づ

き，保健栄養指導を実施し，成人病減少効果の検討およ

び保健指導方法の確立を図るため調査を実施した。

2 調査対象

秋田県仙北郡仙北村の農民男女30才～59才の45名

3 調査期！ヨ

食事調査は食事買上方式により昭和48年 3月の連続2

日間，検診，検査は2日目の早朝空腹時に行なった。

4 調査内容

a血圧測定，心電図，眼底検査 b血液性状（約20項

目） C糖負荷試験 d尿検査 e栄養擬取蓋，食品群

別摂取星 f食事中のミネラル分析 g食習慣，嗜好状

況，環境調査など h検診

5 結果

表 l 食品群別摂取量および栄養摂取量，栄養比率

I 男 女 男 女

穀｝ 米飯
601土 194 522土 160 542土 173

類小麦類 51土 79 76土 97 69土 93

食
いも類 16土 24 29土 32 26土 31

砂糖類 9土 18 3土 8 5土 12

品
菓子類 15土 33 35土 32 30土 33

油脂類 5土 4 7土 4 7土 4 

群
2土 4 1土 3 1土 3

106土 44 76土 38 82士 41

別
40土 14 36土 16 38土 15

8土 18 8土 24 8土 22

摂
65土 51 47土 35 52土 40

257土 137 208土 79 220土 99

取
119土 134 77土 56 88土 85

果実類 130土 182 164土 88 155土 120

量
海草類 12土 16 10土 17 11土 16

魚介類（生） 77土 51 74土 36 75土 41， 
（乾） 42土 28 28土 28 32土 29

獣鳥鯨肉類 29土 35 16土 19 19土 25

I卵 類 32土 22 29土 25 30土 25

生 乳 45土 116 49土 80 51土 93

酒 類 381土 278 15土 47 108土 216

飲酒率％ 75 13 

熱量Cal2,165土 565 1,772土 377 1,873土 466

たん白質9 80.8土17,3 67.5土17.6 71.0土18.4

（動たん9) 36.1土 8.7 28.8土 8.3 30,6土 9.o

脂質g 37.9土16.8 38.1土15.6 38.0土15,9
栄

（動脂9) 14.8土 8.6 16.2土 76 15.8土 7.9

養 糖質f 294土 94 285土 60 288土 71
カルシウ 602土 178 535土 177 552土 180
ム mg 

摂 リ ン’mg 1, 150土 212 1,004土 195 I, 041土 210

鉄 mg 15.3土 2.9 13.5土 3.7 14.0土 3.6
取 食塩'I* 16.4土 5.3 13.6土 3.4 14.3土 4.2

量
カリウムmg*l, 686土 664 1,498土 362 !, 547土 468

ビl A.c.u 
1,800土I,184 I, 577土 928 1,631土1,007

ク B1 mg 0.80土0.21 0.76土0.17 0.80土o.19 
ミ 0.95土0.33 0.84土0.18 0.87土0.23ン B• "g 

C mg 113土 59 114土 52 114土 54

動たん比 I 45土 9 44土 11 44土 10

； ％ 栄
贔動たん脂糾白比質 44 土 20 

46土 19 46土 20

15土 2 15土 2 15土 2 

17土 6 19土 5 18土 6 

穀類熱量比 45土 11 53土 ， 51土 10

＊分析値

表2

赤 白

血血

球球

数数

泣／rmI疇＇

男
471 

28 

(M土 s.n.)

血 液 性 状 (M土 S•D ・）

へへ 血血血テ血
モマ清 清口清
グト総 総 1 中
ロクた コ ル 性
ビリん糖レ脂
ンッ白 ス 肪

g/“卜％ 9／d¢町／“町／“町／“T/“

血

清

鉄

7,585 15. 7 

1,785 0.9 

7

3

 

4
 

7.7 

0.4 

57~ 
8
 

196 

33 

134 

93 

125 

43 

女
445 

33 

5,413 14.1 

919 0.9 

2

3

 

4
 

7.9 

0.4 

7

6

 

8
 

197 

31 

78 

27 

128 

33 

B 秋田県の食生活と栄養動向調査

脳卒中，高血圧など関連する栄養疫学のため過去から

現在までの栄義，食生活の推移を検討するため調査資料
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の収集を行なった。

昭和19年以降現在まで，秋田県内で実施された栄養調

査，食生活調査，血液性状など関連成績を，各大学，各

機関より可能なかぎり収集した。昭和49年度に編集，印

刷をする。

C アルコール消費量に関する研究

1 目的

食生活におけるアルコールの影響に関する研究をすす

めるため，秋田県のアルコール消費量の基礎調査を行な

った。

表 l ミネラル摂取量（ 1人 1日当たり M土S・D・）

NaCl g 15.6土4.8 ＊ 

K 耶9 1.8土0.8

Fe 箪g 12.8土4.7

Cu mg 2.9土0.9

Mn 叫｝ 4.0土1.0

Mg 叫1 319土 77

*Naより計算

2 調査方法および内容 食生活状況

調査資料は仙台国税局および秋田県小売酒販組合連合

会，各小売酒販組合より求め，アルコール換算し，整理 1日の米飯摂取量('I)

M土 S•D ・
682土167

統計処理を行なった。昭和26年より可能なかぎり資料収 1日の平均米飯杯数（杯） 3.2土 1.3

集をした。

3 結果

調査研究の部で報告する。

D 健康な農村づくリ活動の実態調査

一栄養調査一

健康な農村づくり活動の実態調査の一環として，秋田

県雄勝郡雄勝町真木部落の男20名と隣接の堰の口部落男

19名について，食事買上方式により昭和48年5月栄養調

査を行なった。

結果は調査研究の部で報告する。

E 岩手県陸前高田市の漁村婦人栄養調査

（秋田県農村医学研究所との共同調査）

1 目的

秋田県と岩手県の婦人の健康と食生活を比較するため

調査を行なった。

当所担当したものについて報告する。

2 調査対象

岩手県陸前高田市の漁村婦人20名

3 調査期日

昭和48年8月1, 2日の2日閲

4 調査内客および方法

栄養調査は食事買上方式により実施し，試料は秤巖，

栄養価計算の後，ホモジナイズし， ミネラルを分析し

た。分析は試料の一部を乾式灰化し，塩酸処理の後，

Na, Kは炎光法， Fe, Cu, Mn, Mgは原子吸光法で

測定した。

5 結果

ミネラル分析値

うどん，そば 1週の頻度（回） 1.6士0.9

みそ汁の 1日乎均杯数（杯） 3.4土2.1

魚貝類の 1日の頻度（回） 1. 7土0.8

魚貝類の主な調理法

焼く ••40% 生（刺身）…30%

煮る…20% 揚げる…10%

海草の摂取頻度（回） 1回／ 1日…50%

1回／週…33%

2回／週・・-17%

海草の種類

わかめ，ひじき，ふのり，のり，こんぶの順で摂

取度が高い。

海草の調理方法

汁の実，酢のもの，油炒め，煮f"',和え物，おひ

たし

卵 1週の頻度（回）

肉 1週の頻度（回）

1.8回／週土0.9

1.1回／週士 l・3 

F 糖尿病管理の栄養保健指導研修会開催

1 目的

脳卒中の発症，高血圧進展の促進因子として重要な糖

尿病を中心として，その病態生理などを理解し，正しい

管理のための栄狼，保健指導を行なう知識と技術を習得

させるため開催した。

2 対象

糖尿病集団検診を実施し，管理指導を行なっている五

城目，本荘，大曲保健所および井川村，本荘市，仙北村

の栄養士，保健婦24名で20代が最も多く，次いで40代で

ある。

3 期間

昭和48年8月7日， 8日， 9日の 3日間
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4 研修内容

a秋田県の循環器疾患と糖尿病 b発症の病態生理・

分類と病型，診断と糖負荷試験 C出産時の低血糖症の

予防 d糖尿病管理のための教育と話合い e糖負荷試

験の実習 f治療，食事療法 g合併症と食事療法 h 

食品交換表による献立実習と試食会

5 研修会の評価

アンケートにより 3日間の研修会の評価を行なった。

理解度……よく理解できた 53% 

やや理解できた 47% 

ほとんど理解できなかった 0%  

貢献度（自己研修として）

大変役立った 86% 

若千役立った 14% 

ほとんど役立たなかった 0%  

指導効果度…指導上参考になった 93% 

やや参考になった 7%  

ほとんど参考にならない 0%  

今後このような研修を希望するか

希望する 100% 

研修期間・・・ちょうどよい 93% 

2日位がよい 7%  

研修人員・・ちょうどよい 100% 

研修総評…実習，実験を含めた研修で大変参考になっ

た。糖尿病だけで 3日間勉強できたことがよかった。 リ

ラックスした研修会でよかった。講義内容で具体例をあ

げて説明されたらなおよかったと思う……etc.

G MMR式栄養調査方法と糖尿病検診時

(GTT)の栄養調査

1 目的

公衆衛生活動のなかで個人の生体側の情報と関連し

て，個人の栄雖状況の把握が必要である。そのため簡便

で精度の高い MMR式，すなわち全食事をメモ Mem-

orandumしてもらい，調査当日思い出し Memories,

食品の実物 Realfoodにより量的把掘をする方法を考

案し，検討をした。

この方法を用いて，糖尿病検診時 (50'Iブドウ糖負荷

試験）に栄養調査を実施した。

2 調査対象

秋田県本荘市石沢で過去の尿検査で尿糖陽性者男33,

女9名。

3 調査其月日

昭和48年11月の 1日間

4 方法・結果

調査研究の部で報告する。

H 男鹿市栄養調査（男鹿保健所との共同調査）

1 目的

脳卒中予防対策を効率的に推進するため，地域の基礎

資料を整備する必要がある。

これらの一環として栄養調査を行なった。

2 調査対象

男鹿市五里合（対策地区）男女各 8名で16名，同市戸

賀（コントロール地区）男女各 9名で18名，合計34名で

いずれも正常者群である。

3 調査期日

昭和48年11月27日～30日の各連続2日間

4 調査内容および方法

栄養調脊は食事買上方式によった。 ミネラル摂取量は

前述Eと同様に分析した。

血液性状は早朝空腹時に採血し，血色素（シアンメト

へモグロビン法），血清総たん白（屈折法），血清総コ

レステロール (Zak-Henly変法）， 血清中性脂肪 (T

G Test wako)を測定した。

体璽増減率は箕輪氏の算出法を用いた。

5 結果

栄養摂取最は，五里合が各栄養素とも多く所要呈を大

幅に上回っている，食塩摂取量も戸賀の l.5倍である。

栄蓑比率は戸賀が糖質熱量比が低く，動たん比，動脂

比が高い。

食品群別摂取量は各食品群とも五里合が多く，とくに

，米の摂取鼠が戸賀ょり多い。

表 l 栄養摂取鵞，栄旋比率および食品群別摂取羹

I五一里合 I戸 賀

熱 量 Cal 2, 671* 2,131 

たん白質g 101,0* 76,0 

（動たん） g 52.2* 42,2 

栄 脂 質g 47,7 36.8 

（動 脂） g 27.9 23.4 

養 糖 質g 429* 300 

カルシウム mg 614 430 

摂 リ ン'mg I, 425* 1,091 

鉄 Ing 16.5 10.9 

取 ＊＊食 塩g 21.5 13.4 

＊＊ヵ リ ゥ ム mg 2,423 I, 771 

量 ヒ'A I.U. I, 477 1,202 

夕 B1 11lg 1.28 1.06 
ミ
ン B2 nlg 1,34* 1,02 

C ”ig 201 155 
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栄 動 た ん 比 51.5 54.9 

養 動 脂 比 55.2 63.1 

比 たん白質熱量比 15.5 14.4 

率 脂 質熱 量比 16.2 16.2 

％ 糖質熱量比 64.2 57.3 

米 390 255 

砂 糖 類 6 4 

食 油 脂 類 8 5 

品
み そ 75 41 

緑 黄色野菜 36 25 

群 その他の野菜，茸類 328 158 

別 （つけもの） 120 89 

抵
果 実 類 266 289 

海 草 類 5 l 

取 魚 介 類（生） 170 153 

量 ” （その他） 28 29 ， 肉 類 53 25 

卵 類 39 28 

生 乳 78 61 

*p<0.05 ＊＊分析値

表2 肥満度と血液性状

I五里合 戸賀

了 6 1, 
るいそう (I~3)% 14 22 

標 準 体 重％ 50 88 72 56 

肥 満 I 度％ 13 

” 2 度％ 25 

” 
3 度％ 12 12 14 22 

へモグロビン 9/“ 15. :I 12.6 14.5 13.3 

血血清清総総たん白 9/d¢ 7. 7.3 7.5 7.3 
コレステロール 167 176 199 186 ”, クd8 

血清中性脂肪 mg de 109 93 114 98 

1 秋田県学校絵食の実測栄養摂取量および食塩

摂取量調査

1 目的

秋田県民 1人当たり食塩摂取量は，他県に比ぺ多いと

報告されている。成人の食塩過剰摂取傾向が発育期の児

童に，習慣的に伝達されているかを知るためと，献立栄

養量と実測栄養量の関連をみるため調査したものであ

る。

2 調査対象

昭和44年秋田県医師会の秋田県における児童生徒の血

圧の疫学的研究結果から．当時小学校2年生で秋田県児

童の乎均血圧値および高血圧児童頻度が高い市町村の小

学校6年生9校と低い小学校16校である。

3 調査期日

昭和48年12月4, 5の2日間

4 結果

調査研究の部で報告する。

」 出稼ぎ者の就労先における栄養摂取状況

1 目的

循環器疾患管理方法の一環として，出稼ぎ就労先の栄

養摂取状況など調査したものである。

2 調査対象

秋田県南秋田郡井川村の出稼ぎ者17名で，出稼ぎ先は

東京都の建設業，神奈川県の住宅鉄骨加工業および神奈

川県の土木建設業である。

3 調査期間

昭和48年12～昭和49年4月

4 調査内容•方法•結果

調査研究の部で報告する。

K 秋田県高血圧者の栄養学的検討

1 目的

秋田県脳卒中予防対策として，高血圧者の保健栄養指

導が重要である。これら保健栄養指導をすすめるうえ

で，秋田県での基本的な指導方針をアブローチするた

め，現在まで実施した栄養疫学調査の成績を検討した。

2 対象•内容•方法・結果

調査研究の部で報告する。

L 肥満改蕃に関する研究（第3報）

一肥満改薯栄養講座終了後の経過と体重の日羞•旬

差変動について―

1 目的

健康的に肥満改善をするため，自己管理方式による肥

満改善栄養講座を昭和46年， 47年と 2回実施した。その

後の体重の変化，血液性状などの経過を追跡した。

2 対象および期日

第 1回講座生（昭和46年），第2回講座生（昭和47年

）を対象に昭和48年 5月， 50名と昭和49年3月， 32名に

ついて調査した。

3 調査内容•結果

調査研究の部で報告する。
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M 秋田警察署留置場の給食弁当調査（依頼によ

る）

表 l 献立と栄養星

昭和48年4月18日 l 昭和49年1月21日

朝 I菓子バン(3個） 2101菓子バン(2個） 230

献 米 飯 273米 飯 210

立 物｛ごぼう 25煮物，イカ足 23

煮 さやえ 11 きゆうり 12
昼 んど う

お 焼 魚 か ま ぼ こ 10

よ 銀夕 ラ 32佃煮コンプ 23

び
た＜ あ ん 16

重
米 飯 271 米 飯 213

煮物，なまりぶし 47 煮物， 鶏 肉 34
皿ユ

夕
ひたし，春菊 10ゆ で 卵 15

f 佃煮，コンプ巻 17 かまぼこ 7 

紅 生 姜 4紅 生 姜 7 

た＜ あ ん 10

栄熱星

蓑たん白質

量：脂肪

讐カロリ 1

N はたはた寿司のミネラル分析

昭和48年4月，農家の自家製はたはた寿司4検体を分

析した。分析方法は， 乾式灰化， 塩酸処理の後Na, K 

は炎光法， Fe, Cu, Mn, Mgは原子吸光法で行なっ

た。

表 l 鰤寿司ミネラル分析値

（検体1009当たり）

A B
 

c
 

D 

Na mg 1,162 722 I, 465 503 

K mg 116 88 99 44 

Fe mg l. 31 1.06 1.35 0.64 

Cu 叫1 0.34 0.19 0.36 0.13 

Mn mg 0,42 0.32 0.27 0.13 

Mg 叫｝ 138 85 131 24 

NaCl叩 3.00 1.84 3.73 1,28 

1, 685Cal 

52.3'1 

32. 7'I 

I, 357Cal 

41.3'1 

8.1'f 

鰤，麹 鰤切身， 鰤，麹 鰍切身，

内 容 人参，ヵ ｛農伶9
プ，麹い）

91% 92% 
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X 生 化 学

A 糖および脂質代謝異常に関する生化学的研究

目的 糖代謝障害（特に境界型）について脂質代謝面

から追求し，その関連について検討する。

方法 正常，境界および糖尿病型 3群を対象に糖負荷

時の脂酸分画を実施した。

内容

調査地区：南秋田郡井川村，本荘市石沢および北内

越地区。

対象人員： 30才～59オの男子正常型18名，境界型14

名，糖尿病型14名

実施時期：井川村昭和48年10月，本荘市同年11月

結果本紙調査研究の部に報告

B 乳製品中の添加異種脂肪の検出

目的 市阪牛乳中の添加異種脂肪の検出を実施する。

方法 ガスクロマトグラフィーにより市販牛乳と生乳

中の中性脂肪と脂酸構成を比較する。

検体 昭和48年11月，秋田市販牛乳15種，生乳 5種を

収去

結果市販牛乳と生乳の中性脂肪および脂酸構成に相

異が認められなかった。
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